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ランピースキン病の発生防止に向けて部会員が対応を協議 

－ JAふくおか嘉穂繁殖和牛部会が全体会議を開催 － 

 令和７年１月２０日に、JA ふくおか嘉穂繁殖和牛部会の全体会議が開催されました。 

 令和 6 年 11 月５日に国内初となるランピースキン病が糸島地区で発生し、その後、朝

倉市での発生を受け、ＪＡふくおか嘉穂繁殖和牛部会においても多くの部会員が佐賀県や

熊本県の家畜市場に子牛を出荷できない状態となっていました。全体会議では、牛舎に滞

留する子牛に関する対応やワクチン接種への対応を協議しました。 

普及指導センターからは、ランピースキン病の発生状況とワクチン接種などの対応、他

県家畜市場の受け入れ状況および米国向け輸出牛肉取扱施設への搬入について、正確な情

報を発信するとともに、同病の蔓延防止のための吸血昆虫対策について研修を行いました。

その結果、繁殖和牛部会として吸血昆虫（特にサシバエ）対策に取り組むこととなりまし

た。 

和牛繁殖農家にとって主な収入である子牛販売収入が、最低でも２か月間途絶える状況

に対し、短期的な資金繰りに対する支援や、出荷再開に向けた家畜市場への働きかけなど

の要望が出されました。部会としては、福岡県和牛改良協議会、福岡県肉用牛振興協議会

と連携して県内肥育農家への販売を模索するとともに、関係機関等に支援を要請していく

こととなりました。 

 今後とも普及指導センターとしては、ランピースキン病の蔓延防止のための吸血昆虫対

策や滞留子牛の飼養管理指導などを通じて、和牛繁殖農家の支援を行います。 

 

ハエじゃないよ！ 
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